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全
施
連
平
成
26
年
度

第
３
回
理
事
会
開
催
さ
れ
る
！

平
成
27
年
２
月
９
日(

月)

～
10
日(

火)

大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
に
於
い
て
全
施
連
平
成
26
年
度
第
３
回
理
事
会
は
、
全
国
各
県
連
か

ら
理
事
・
代
議
員
50
名(

委
任
状
含
む)

が
参
加
し
て
、
２
月
９
日
か
ら

２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

付
議
議
案
で
あ
る
（
１
）
全
施
連
へ
の
要
望
事
項
に
関
す
る
意
見
集
約
、

（
２
）
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
意
見
交
換
、
（
３
）
全
施
連
提
言
解
説

版
作
成
の
進
め
方
、
（
４
）
第
11
回
全
国
大
会
in
神
奈
川
に
向
け
た
「
意

見
要
旨
」
提
出
の
協
力
要
請
、
（
５
）
理
事
長
等
の
選
出
に
つ
い
て
討
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
由
岐
理
事
長
の
挨
拶

冒
頭
、
由
岐
理
事
長
か
ら
最
近

の
情
勢
を
含
め
た
、
以
下
の
よ
う

な
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
全
国
か
ら
全
施
連
第
３
回
理

事
会
へ
の
ご
出
席
に
感
謝
し
ま
す
。

国
は
国
内
法
の
整
備
が
終
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
２
月
に
国

連
の
権
利
条
約
を
批
准
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
例
え
ば
知
的
障
害
の

あ
る
人
た
ち
の
意
思
決
定
支
援
に

関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
か
か
わ
る

法
整
備
も
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

意
思
決
定
支
援
と
成
年
後
見
制

度
の
問
題
も
そ
の
一
つ
で
す
。

今
理
事
会
で
も
東
京
施
保
連
か

ら
成
年
後
見
制
度
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
提
起
が
あ
り
、
ま
た
、

大
阪
弁
護
士
会(

ひ
ま
わ
り)

か
ら

の
問
題
提
起
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
現
行
成
年
後
見
制
度
に

お
け
る
問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
知
的

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
意
思
決
定

支
援
を
ど
う
進
め
て
い
く
べ
き
か
、

と
い
っ
た
議
論
が
起
き
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
人
た

ち
の
現
状
と
権
利
条
約
の
理
念
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
っ
た
諸
課
題
に

つ
い
て
、
家
族
の
立
場
か
ら
も
十

分
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
的
障
害
の
あ
る
人
た

ち
に
か
か
わ
る
虐
待
の
防
止
、
特

に
施
設
に
お
け
る
虐
待
の
撲
滅
に

つ
い
て
、
関
係
諸
団
体
と
も
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
２
日
間
の
理
事
会
が
実
り

多
き
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、
参

加
各
県
連
の
理
事
・
代
議
員
の
皆

様
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
日

頃
お
考
え
の
こ
と
に
つ
い
て
の
提

案
な
ど
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
全
施
連
へ
の
要
望
事
項

に
関
す
る
意
見
集
約

今
回
の
理
事
会
で
は
、
各
県

連
か
ら
の
要
望
を
活
動
計
画
に
組

み
込
む
た
め
の
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
は
、

全
施
連
が
平
成
23
年
か
ら
国
・
各

市
町
村
へ
の
請
願
活
動
を
行
っ
た

４
項
目
を
基
本
と
し
、
各
県
連
か

ら
の
要
望
事
項
の
う
ち
重
要
と
考

え
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
基

本
４
項
目
の
具
体
的
展
開
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
全
施
連

本
部
と
各
県
連
が
協
議
し
て
ま
と

め
る
こ
と
に
し
ま
す
が
、
併
せ
て

請
願
４
項
目
に
つ
い
て
も
、
そ
の

後
の
情
勢
変
化
を
踏
ま
え
て
、
表

現
を
一
部
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

（
注)

請
願
４
項
目
と
は
、

①
生
涯
を
通
じ
24
時
間
切
れ
目
の

な
い
安
心
し
て
、
快
適
に
暮
ら
せ

る
入
所
施
設
を
新
設
し
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
充
実

す
る
こ
と
。

②
障
害
程
度
区
分
を
廃
止
す
る
こ

と
。

③
安
定
し
て
継
続
的
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
職
員
体
制
に
す
る
こ
と
。

④
利
用
者
と
事
業
者
間
の
契
約
か

ら
、
行
政
機
関
と
事
業
者
間
の
契

約
に
す
る
こ
と
。
の
４
項
目
で
す
。

◇
成
年
後
見
制
度
に

関
す
る
意
見
交
換

東
京
都
連
か
ら
の
提
案
を
契
機

と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
の
現
状

問
題
点
を
踏
ま
え
、
何
を
社
会
に

提
起
し
て
い
く
べ
き
か
が
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

議
論
は
現
行
制
度
上
の
問
題
だ

け
で
な
く
、
大
阪
弁
護
士
会(

ひ
ま

全施連総会の日程(予定)
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わ
り)

の
「
意
思
決
定
支
援
法
」
レ
ポ
ー

ト
に
よ
る
、
意
思
決
定
支
援
の
面
で
の
諸

課
題
等
も
含
め
、
幅
広
い
範
囲
に
わ
た
っ

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
５
月
ま
で
に
各
県
連
の
意
見
を

集
約
し
な
が
ら
、
取
り
組
む
べ
き
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
、
平
成
27
年
度
の
総
会
に

活
動
計
画
案
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

◇
全
施
連
提
言

解
説
版
作
成
の
進
め
方

全
施
連
は
「
全
施
連
提
言
」
を
平
成
24

年
８
月
１
日
に
ま
と
め
、
こ
れ
を
広
く
国
・

市
町
村
・
関
係
各
部
署
へ
の
請
願
と
併
せ

て
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
提
言
を
家
族
の
皆
さ
ん
が
よ
り
深

く
理
解
し
、
日
常
の
活
動
に
活
か
し
て
頂

く
た
め
、
か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た

「
全
施
連
堤
言
解
説
版
」
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

全
施
連
の
役
員
・
顧
問
団
を
中
心
と
す

る
PT
会
合
で
取
り
組
み
ま
す
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
は
、
平
成
27
年
度
内
に
５
～
６

回
の
会
合
を
、
大
阪
を
中
心
に
開
催
し
て

ま
と
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
解
説
版
の
ま
と
め
に
は

①
家
族
の
目
線
を
大
事
に
す
る
。

②
「
か
く
あ
る
べ
し
論
」
に
偏
る
こ
と
な

く
、
活
動
の
到
達
点
と
そ
こ
に
至
る
プ
ロ

セ
ス
な
ど
も
検
討
す
る
。

③
知
的
障
害
の
あ
る
人
の
保
護
者(

施
設

利
用
契
約
書
の
身
元
引
受
人)

の
現
状
実

態
を
勘
案
し
、
文
書
中
の
表
現
を
「
親
の

想
い
」
か
ら
「
家
族
の
想
い
」
に
変
更
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
等
の
提
案
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
PT
会
合
に
は
各
県
連
か
ら
の
参

加
も
歓
迎
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
各

県
会
長
に
ご
連
絡
し
ま
す
が
、
参
加
費
用

は
各
県
連
負
担
に
な
り
ま
す
。

◇
全
施
連
理
事
長
等
の
選
出

全
施
連
規
約
に
よ
り
、
理
事
長
の
任
期

満
了
に
伴
う
選
任
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。
他
に
立
候
補
す
る
方
が
い

な
か
っ
た
た
め
、
由
岐
現
理
事
長
の
再
任

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
副
理
事
長
に
は
現
在
の
３
氏
が

理
事
長
に
よ
り
再
任
さ
れ
、
事
務
局
に
つ

い
て
は
南
波
孝
子
さ
ん
が
引
き
続
き
担
当

す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

全
施
連
は
、
今
後
の
各
県
の
要
望
事
項

集
約
、
全
国
大
会
in
神
奈
川
大
会
へ
の
意

見
要
旨
、
全
施
連
提
言
解
説
版
づ
く
り
で

の
意
見
等
を
今
後
の
取
り
組
み
に
活
か
し

て
い
き
ま
す

第１1回全国大会in神奈川に向けた「意見要旨」提出の協力要請

第１１回全国大会は、１０月２０日(火)～２１日(水)横浜市で開催されます。

大会のテーマは「知的障害のある人にとって最適な生活の場とは」～障害の多様性さらには

ライフステージに応じた支援と最適な生活の場を考える」ですが、初めての試みとして、

次の２つテーマによる「全員参加による意見交換」を予定しています。

＜テーマ１＞

知的障害のある人の障害の多様性さらにはライフステージに応じた「充実した日々の生活に必

要な支援」とはどうあるべきか。

＜テーマ２＞

知的障害のある人達の、障害の多様性さらにはライフステージに応じた「生活の場」とはどう

あるべきか。

現在、ご家族の想いやご意見を「意見要旨」として出していただくよう、各県連に依頼してい

ますが、この試みを成功させるため、出来るだけ多くの「意見要旨」を、神奈川大会事務局に

お届けくださるようお願いします。なお、提出されたご意見等は実名ではなくアルファベットで

の頭文字表示で冊子にまとめ、大会当日配布させていただきます。

≪意見要旨の提出は以下によりお願いします≫

（1)原稿の字数：1200字以内(可能な限り電子ファイルで)、

（2)記載必要事項：テーマ１か２かおよび所属県連・氏名、

(3)締め切り：3月末日。

なお、不明の点は各県連または神奈川施保連 (嶋田) e-mail：s.yotchan@jcom.zaq.ne.jp/

☎・FAX： 046-267-4444にお問い合わせください。


